
実施状況
次にステップに向
けて期待したい内
容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義
を踏まえた事業所理念をつくり、管
理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮
らし続けられるよう、事業所自体が
地域の一員として日常的に交流して
いる

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げ
ている認知症の人の理解や支援の方
法を、地域の人々に向けて活かして
いる

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサー
ビスの実際、評価への取り組み状況
等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活か
している

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜
に取り、事業所の実情やケアサービ
スの取組みを積極的に伝えながら協
力関係を築くように取り組んでい
る。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域
密着型サービス指定基準及び指定地域
密着型介護予防サービス基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正
しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束しないケアに取り組んでい
る
○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止
法等について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

２ヶ月に１回の運営推進
会議では、市職員（包括
職員）、自治会長、家
族、利用者等の参加があ
り、写真を用いた事業活
動状況等の報告や意見交
換を行うことでサービス
向上に生かせるよう努め
ています。

運営推進会議に出席があ
り、事業所の実情や取り
組みについての報告及び
意見交換を行うことで連
携を深めています。

6 5

7

3

4 3

運営推進会議に参加して
もらっている。また、困
難事例に対しても、満床
だからといって、単に断
るのではなく、法人全体
で出来ることを踏まえ、
提案している。
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5 4

玄関は自動ボタン式になって
おり、誰でも開けれるように
なっています。また、身体拘
束研修では、上役が講師を担
うのではなく、介護職に準備
してもらう事で、講師そのも
のの身体拘束に対する理解度
を上げるようにしてます。

法人理念と施設理念を事
務所に掲示することで、
目にしやすい環境を作っ
ている。また、事業計画
でも、理念を踏まえた内
容にすることで、実践に
繋げている

コロナ禍ということで、
地域の行事そのものが中
止になっている。今年の
夏ごろから徐々に地域の
清掃活動や段汁見学など
に参加し始めれている。

運営推進会議で、高齢者
介護の認識があまりない
方に対して具体的な説明
を行っている。また、団
地が傍にあり、相談など
があれば随時対応してい
る。

サービスの実際を知って
もらう為に、議事録には
積極的に写真を使用した
り、参加していただいた
ご利用者に話題を振り、
この施設での生活を話し
てもらい、そこでいただ
いた意見を、日々のサー
ビスに繋げている。

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

Ⅰ．理念に基づく運営 ほがらか草部GH　西棟

虐待をしないために研修
の実施。不参加者にはレ
ポート提出させていま
す。また、虐待のグレー
ゾーンになりうることが
起こらないように、常日
頃、管理者が事務所で気
に掛けています。

理念を事務所や玄関に掲
示し、また朝礼時にその
理念を唱和することで理
念の共有実践につなげて
います。また事業計画も
職員とともに理念を基に
作成を行い、理念を意識
した事業運営を行ってい
ます。

現在、コロナ禍で交流の
機会は減っていますが、
地域の清掃活動には参加
しています。もともと自
治会や近隣の小学校・保
育園などと交流が盛ん
で、交流再開を心待ちに
しています。

館内出来る限り施錠はせ
ず、利用者の行動に合わ
せ職員が話をし対応して
います。身体拘束や虐待
防止に関する研修や勉強
会をとおし、職員全員が
認識を持ったうえでケア
に取り組んでいます。



○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支
援事業や成年後見制度について学ぶ
機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管
理者や職員並びに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する
職員の意見や提案を聞く機会を設
け、それらを反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努
力や実績、勤務状況を把握し、給与
水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひと
りのケアの実際の力量を把握し、法
人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしてい
くことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者
と交流する機会を作り、ネットワー
クづくりや勉強会、相互訪問の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取組みをしている
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8

13

14

堺市西区GH連絡会(zoom)
に参加することで、情報
交換が出来、内容によっ
てサービスに繋げること
が出来ている。

年２回職員後の面談実
施。その際、個人目標を
立ててもらっている。ア
バウトなものの場合、管
理者と共に具体的な内容
を考え、達成感を感じれ
るようにしている。

技術的な研修への参加だ
けでなく、「リーダーと
して」のような意識的な
研修に参加を促してい
る。また、法人独自の研
修を法人全体で年数ごと
に研修を行っている。

玄関に意見箱の設置。ま
た、コロナ禍で、面会を
制限することが多くある
ので、些細なことでも電
話連絡をするようにして
いる。

介護リーダーを中心に、
４つの項目から意見収集
を行う会議を行ってい
る。また、疎の実践状況
を振り返る会議も設けて
いる。

9

10 6

11 7

成年後見人、保佐人を活
用されているご利用者が
増えたことで、一定の理
解度は向上している。た
だ、弁護士や司法書士の
方であるために、窓口が
管理者のみなっている。

契約書内の文言を読むだ
けでなく、先方がよりイ
メージしやすいように具
体的なことを踏まえるよ
うにしている。

サービスの質・収入・経
費・時間の4つの項目につ
いて各職員が主体的に意
識をもって職員会議で意
見交換を行い、運営に反
映しています。また管理
者も、普段から職員の意
見を聴き取り、年２回の
個別面談も実施し、職員
が意見や提案をしやすい
機会をつくり、それらを
事業運営に反映していま
す。

利用者の声には常に耳を
傾け、家族に対しても面
会時や電話連絡時に積極
的に話をし、何でも話せ
る関係づくりをしていま
す。玄関には意見箱を設
置し意見や要望を言える
機会があります。



○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本
人の安心を確保するための関係づく
りに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、
本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めて
いる

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の
立場に置かず、暮らしを共にする者
同士の関係を築いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の
立場に置かず、本人と家族の絆を大
切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴
染みの人や場所との関係が途切れな
いよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了して
も、これまでの関係性を大切にしな
がら、必要に応じて本人・家族の経
過をフォローし、相談や支援に努め
ている
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Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

8

21

22

家族様から以前、「施設でどのよ
うに過ごしているのかわからな
い」というご意見をいただいたの
で、そこから、隔月であるもの
の、施設でどのように過ごし、ど
のような表情をしているのか知っ
てもらう為に、写真の送付を行っ
ている。そうすることで、入居し
た後でも、ご利用者のことを感じ
てもらうきっかけを作っている。

事前情報を管理者だけに
とどめず、速やかに介護
職と情報共有している。
そうすることで、管理者
だけの決まった視点にな
らず、多角的な視点に
なっている。

17

ご利用者本人、ご家族に
は、「ご利用者に役割を
持ってもらいます」と伝
えています。役割を持つ
ことで、それにより、前
向きな生活に繋がると考
えています。

利用開始時だけに限らず
だが、継続的に「ご利用
者ノート」にご利用者の
希望や新たな事柄を記入
することで、ケアプラン
だけでなく、レクリエー
ションなどに繋げてい
る。

サービス利用前、施設見
学の時点で、一時間程度
時間をとり、施設説明だ
けでなく、困りごと、不
安点を聞いている。その
おかげか、見学に来てい
ただけたら、そのまま入
居申込を出してもらえる
ことが多くある。

サービス終了の為のやり
取りでは、「ご家族だけ
でなく、ご近所の方でも
お困りのことがあればご
連絡いつでも下さい」と
お伝えしている。

家族や知人の方の来園、
だんじり祭り等の地域行
事参加を通して、馴染み
の方と関われるよう努め
ています。また、家族の
協力を得ながら美容院等
に出掛けたり、年賀状作
成を通して馴染みの関係
継続の支援に努めていま
す。

入居時は、馴染みの物が
あれば持ってきていただ
くように働きかけていま
す。祭りなどがあれば、
参加頻度も考慮します
が、その地域出身でなじ
みが深い方を優先してい
ます。

小集団が出来ている時は
見守っています。一人で
過ごしたり、居眠りされ
ているようであれば、職
員が介入し、会話の橋渡
し、レクへのお誘いを
行っています。



Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いやり意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希
望、意向の把握に努めている。困難
な場合は、本人本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮ら
し方、生活環境、これまでのサービ
ス利用の経過等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身
状態、有する力等の現状の把握に努
めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題と
ケアのあり方について、本人、家
族、必要な関係者と話し合い、それ
ぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気
づきや工夫を個別記録に記入し、職
員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生ま
れるニーズに対応して、既存のサー
ビスにとらわれない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでい
る

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地
域資源を把握し、本人が心身の力を
発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援してい
る
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各職員が利用者ごとの担
当を持ち、課題整理総括
表を作成しています。そ
れを基に担当者会議で意
見交換を行い、また事前
に家族にも意見を聞き、
６か月に１度の介護計画
の見直しを行っていま
す。

27
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「ご利用者ノート」に適
時知り得た情報を記入す
ることで、聞いた者だけ
の情報にならないように
してます。フロア会議で
は、事前にご利用者に関
するケアや生活状況など
を意見することが出来る
ようにしています。

日頃から利用者１人１人
との関わりを大切にし、
思いや意向の把握に努
め、それらを『ご利用者
ノート』に記入すること
で職員間で情報の共有を
行い、家族とも相談しな
がらその人らしく生活が
送れるよう支援していま
す。

地域の清掃活動へ参加したり、近
隣のスーパーに買い物に行くなど
するなど、地域資源の把握は出来
ているが、コロナウイルス感染予
防として、参加を控えている。そ
の分、館内で出来るレクなどの催
しに力を入れている。

本人様や家族様からの情
報収集を行いつつ、在宅
ケアマネに対しても、積
極的に情報提供依頼をか
けております。

日中、横になることの否定はしま
せんが、長時間になると、認知症
の進行や関係構築が出来なくなる
ので、適宜、「○○をしますから
起きませんか？」と声を掛けてい
る。また、定期的に簡易的な身体
測定を行っており、ご利用者の状
態に合わせて実施している。

本人様には日常的に。家族様に
は、面会時や電話連絡時に、思い
を聞き取ることを心掛けている。
また、スタッフに対しても、その
当人が見えている物を反映できる
ように課題整理総括表を利用して
いる。

記録関係は、データ管理
となっており、タブレッ
ト・PCで適宜確認でき
る。また、業務が始まる
前には、申送り事項確認
の上、業務に入るように
決めている。

面会制限中、他府県にお
住いの孫様が、ご利用者
への面会を希望された事
があった際、例外を作る
べきではないが、基本の
感染対策と事前の抗原検
査で、顔を合わすことが
出来た。



○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大
切にし、納得が得られたかかりつけ
医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援し
ている

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でと
らえた情報や気づきを、職場内の看
護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看
護を受けられるよう支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療
できるように、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。
又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方
について、早い段階から本人・家族
等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備え
て、全ての職員は応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行い、実践力を
身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼
夜を問わず利用者が避難できる方法
を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

35 13

避難訓練を、2回/年ペー
スで実施。夜間想定であ
れば、実際に電気を消
し、カーテンを閉めた状
態で実施。
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不定期開催であるが、ロールプレ
イという形で、実践研修を行って
いる。あえて、人数が少ない夜間
設定で行うことで、対応内容や手
順などの理解度を図り、ロールプ
レイ後に、参加者からの助言をも
らうようにしている。
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入院が決まった場合、遅
くとも翌日には、入院連
携シートの提供を行って
いる。また、退院の目安
や退院前カンファの事前
連絡がほしい旨も伝える
ようにしている。

往診医の診断を伝えた上
で、ご理解が得られない
場合、ご理解が難しい場
合は、家族様同意の上
で、直接往診医とやり取
りをすることもある。

毎日の往診時、管理者の
みならず、介護職員が往
診されているご利用者に
付き添うことで、自然と
看護師とやり取りが出来
るようにしている。

ホームに毎日往診医が診
察に来られ、健康管理を
行っています。また希望
があれば、入居前のかか
りつけ医の受診の支援も
行っています。

避難訓練を年に２回、利
用者と一緒に行っていま
す。地域との関係もよ
く、協力体制が整ってい
ます。備蓄品なども同法
人や、ホームで確保して
います。

入居時に重度化や終末期
に向けて様々な選択肢が
あることの説明を行い、
ホームでの看取りも可能
で、本人や家族の意向を
その都度聞きながら支援
しています。同法人に特
養等の施設もあり、安心
が持てる体制になってい
ます。

サービス開始時点で、重度化・終
末期を迎えた時の選択肢を提供す
ることで、その場になった時に、
初めて聞くという事が無いように
している。その上で、改めてその
状況を迎えた時、家族様に意向を
確認し、その意向に沿うようにし
ている。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライ
バシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望
を表したり、自己決定できるように
働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先する
のではなく、一人ひとりのペースを
大切にし、その日をどのように過ご
したいか、希望にそって支援してい
る

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃ
れができるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、
一人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量
が一日を通じて確保できるよう、一
人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

40 15

41

入浴介助前は、職員がご
利用者と共に、着替えの
服を選ぶようにしてい
る。

42

37

多くの職員がユマニ
チュードの研修参加で、
認知症のケア技法を学
び、またホーム内では勉
強会や朝礼時に利用者の
対応について話がされ、
利用者一人ひとりの人格
を尊重した対応や言葉が
けに配慮した支援をして
います。

38

39

ベースとなる日課はある
が、お誘いして好まれな
い事は無理強いしていな
い。場合によっては、個
別対応をするようにして
いる。

36 14

ご利用者を尊重する上
で、目線を合わせ、肩な
どに触れることで、職員
が関わる上で圧迫感がな
いようにしています。読
書やテレビを観る。写経
などを希望される場合、
一人で過ごし時間をご提
供しています。

ご利用者がテレビを観
て、「○○美味しそ
う！」など言った時は、
レクリエーションに反映
させたりしている。

法人内管理栄養士が、栄
養バランスを考え、献立
を立案しているので、そ
れに沿って提供。水分に
ついては、こまめに提供
の機会を設けている。

食後、一定時間が経った
後に、ご利用者に歯磨き
やうがいを勧めている。
ご自身で行えない方に対
しては、介助に入ってい
る。

残存機能に合わせて、ご
利用者によっては、食材
を切ってもらったり、危
険性の少ないことに取り
組んでいただいている。
また、役割として食器拭
きなどを担ってもらって
いる。

食事はホーム独自で栄養
士と考え、提供していま
す。職員と一緒に利用者
が出来ることを、調理か
ら後片付けまで行ってい
ます。希望する献立やお
やつ作りなど、楽しみの
持てる企画もあります。



○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄パター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて入浴を楽しめるように、職
員の都合で曜日や時間帯を決めてし
まわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々
の状況に応じて、休息したり、安心
して気持ちよく眠れるよう支援して
いる

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目
的や副作用、用法や容量について理
解しており、服薬の支援と症状の変
化の確認に努めている

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ご
せるように、一人ひとりの生活歴や
力を活かした役割、嗜好品、楽しみ
ごと、気分転換等の支援をしている
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46

44
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ただ、掃除などの家事を
お願いするのではなく、
スタッフが傍で一緒に
し、会話を楽しみながら
行っている。48

47

個人ケースファイル以外
に、最新の薬物療法用の
ファイルを作り、保管。
カンファレンスや異常時
などスムーズに確認しや
すい状況を作っている。

日中の傾眠が見られるご利用
者については、睡眠状態を観
察できる介護機器を使用して
いる。また、昼寝をしてもら
う場合でも、一時間程度に抑
えてもらえるように、活動を
促す理由のもと、起きても
らっている。

介助必要なご利用者につ
いては、排泄パターンを
データ分析し、そのご利
用者ごとに排泄の案内を
する事で、失禁を減らそ
うとしている。

ミーティング時に、ご利
用者ごとの未排便状況を
情報共有。安易に頓服下
剤を使用せず、体操や歩
行運動や水分摂取量を増
やすことで、自然排便を
促すようにしている。

プライバシーに配慮した
声掛けを行い、一人ひと
りの排泄リズムを把握
し、排便コントロールも
色々な工夫をしていま
す。

ご利用者ごとでのグループ分けを
行っているが、目安でしかなく、
ご利用者が「今日はお風呂に入る
気分じゃない」と言うようだった
ら、別の方を案内するようにして
いる。また、ご利用者によって、
同姓がいい。または、異性が良い
という要望もあるので、出来る範
囲で応対している。

週に２回、本人の希望を
聞きながら入浴を予定し
ています。入浴日以外に
も足湯を実施したり、ゆ
ず湯等季節を感じる入浴
の支援をしています。入
浴前には利用者と一緒に
着替えの準備も行ってい
ます。



○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの
大切さを理解しており、一人ひとり
の希望や力に応じて、お金を所持し
たり使えるように支援している

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話
をしたり、手紙のやり取りができる
ように支援している

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台
所、食堂、浴室、トイレ等）は、利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）
がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの居
場所づくり
　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫を
している

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本
人や家族と相談しながら、使い慣れ
たものや好みのものを活かして、本
人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な
環境づくり
　建物内部は一人ひとりの「できる
こと」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生
活が送れるように工夫している

日課として、日向ぼっこ
の時間を設けている。外
出先が遠方となるものに
関しては、コロナウイル
スの関係で控えている。

現在はコロナ禍の為、外
出の機会は減っています
が、先日久しぶりに市内
の公園へ紅葉を楽しみに
出かけました。また、日
頃から敷地内の中庭で日
向ぼっこをしたり、花壇
で花や野菜を育てるな
ど、現在できる外出の機
会づくりを行っていま
す。
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51
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少額でも保持していないと不安に
なる方もいるので、家族様が保持
してもらえるようにする事がある
が、そのような時は、紛失(他ご
利用者に渡す)がある可能性も踏
まえた上で、回収するのではな
く、さりげなく保持している金額
に大きな変動がないか確認をとっ
ている。

家族様の希望もあり、携
帯電話を所持している方
がいるが、上手く操作が
出来ない。そのような方
に対して、時間を見て、
職員が一緒に電話を掛け
るようにしている。

24時間換気の中、暖色系
の照明で落ち着ける空間
になっています。壁には
利用者との話題作りの
為、時折々の写真を飾っ
ています。二つのユニッ
トの中で利用者が行きか
い、自分の居場所が自由
に選択でき、笑顔が多く
見られます。

今年の夏前に、LED照明に
交換工事を行う。その際
も、白色灯を選ばず、明
るくなりすぎないように
している。
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共有空間を整理する際、
ご利用者がどのように過
ごしているのかという視
点を前提に配置換えを
行っている。

入居前に、「できる限り家財は新
しく買わずにご自宅にある物をご
持参ください。持参が難しいよう
でしたら、お手伝いします」と声
を掛けている。また、コロナで面
会制限がされている中なので、ご
家族の写真の持参をお願いしてい
る。

女性ご利用者多いこともある
ので、家事を積極的に担って
もらっている。また、その際
もご利用者だけに任せるので
はなく、職員が傍にいること
で、リスクマネジメントも
行っている。

使い慣れた家具を持ち込
み、利用者が居心地よく
安心して過ごせる居室を
提供しています。畳や絨
毯の選択もできます。コ
ロナ禍ではありますが、
居室での面会にも対応し
ています。



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応
じた柔軟な支援により、安心して暮ら
せている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面
で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

56

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

利用者と職員が、一緒にゆったりと過
ごす場面がある

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの
人や地域の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮ら
している

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

59
利用者は、職員が支援することで生き
生きした表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出
かけている

63
職員は、家族が困っていること、不安
なこと、求めていることをよく聞いて
おり信頼関係ができている

①ほぼ全ての利用者と
②利用者の３分の２くらいと
③利用者の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

64



○

○

○

○
68

職員からみて利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65

運営推進会議を通して、地域住民や地
元の関係者とのつながりの拡がりや深
まりがあり、事業所の理解者や応援者
が増えている

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにお
おむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない


